
 
「港区親子防災体験 ぼうさいワクワクステージ」 を開催しました（2026/2/11） 

 
テーマ：防災教育プログラム、本所防災館、東京消防庁、防災ヒーローIP、地域実装 

会 場：本所防災館（東京都墨田区） 

 

2026 年 2 月 11 日（水・祝）、東京消防庁都民防災教育センター（本所防災館）にて、

親子を対象とした「港区親子防災体験 ぼうさいワクワクステージ」を開催しました。  

本イベントは、みちのく GAP ファンドの支援と、東京消防庁の協力のもと、当研究所の 

村尾修教授（国際防災戦略研究分野）が理事長を務める NPO 法人地域防災推進機構と連携

し、幼児向け防災教育プログラムの実証実験として実施しました。 

第一部では、地域防災推進機構の立場で村尾教授が監修する防災ヒーローIP である「防災

勇士トリプルウィング」によるステージアクションショーを実施し、災害から人々を守る 

防災勇士たちの活躍を通じて、災害の恐ろしさと備えの大切さについて親子で楽しく学びま

した。港区のハザードマップをもとにした「まちを守る秘密」と「家族で災害にそなえる」

をテーマとした防災クイズでは、港区の災害リスクを具体的に学ぶ内容に、参加した親子の

多くが「知らなかった」と驚きの声を上げていました。 

第二部では、本所防災館の専門設備を活用し、地震体験、煙体験、水害体験など本格的な

防災体験プログラムを展開しました。参加者からは「地震体験は何度もやりたい」「防災館

を初めて知った」という声が寄せられ、本格的な防災体験施設の存在を周知する機会とも 

なりました。 

プログラムの前後に実施した参加者（保護者）へのヒアリングとアンケート調査では、 

高い評価と温かい応援メッセージをいただきました。「改めて防災意識が高まりました。 

参加させていただき感謝しています」「よいプログラムをありがとうございました」「子供達

が喜んでいます」「非常に有意義な時間でした」「楽しかったです」「トリプルウィングと 

一緒にできたことで、やや怖がりな息子も体験できました」「ヒーローの力は絶大です。 

これからもぜひ活動を続けていただきたいと思いました。応援しています」「とても良い 

取り組みだと思います。今後も頑張ってください」など、防災ヒーローIP を活用した体験型

イベントの教育効果が実証されました。 

特に、港区のハザードマップを活用した防災クイズにより、参加者が自分たちの住む、 

または働く地域の災害リスクについて新たな発見をし、地域への愛着を深めながら実践的な

防災意識を高めることができました。これは、地域実装の大きな可能性を示すものとなり 

ました。 

本実証実験は、防災教育プログラムの地域実装モデルとして重要な知見を得るとともに、

防災ヒーローIP を活用したグローバルな防災教育プラットフォーム構築への第一歩となり 

ました。今後は、防災教育を「文化」として定着させるため、本実証実験の結果をもとに 

さらなる実証・検証を重ね、プログラムの改善と開発を進めながら、社会実装と事業化を 

目指してまいります。 

 

 

 

文責：村尾修（国際防災戦略研究分野） 

（次頁へつづく） 

https://irides.tohoku.ac.jp/


 

 
本所防災館 防災シアター 
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トリプルウィングアクションショー 
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